
日本骨髄バンクの現状（2024年3月末現在） ※数値は速報値のため訂正する場合があります。

10代 4,081人

20代 92,873人
30代 136,220人
40代 214,008人
50代 106,941人

2024年4月15日
発行：（公財）日本骨髄バンク

登録者数 2月 3月 現在数 累計数

ドナー 2,654 2,544 554,123 959,087

患者 187 194 1,652 68,586

採取数 2月 3月 累計数

骨髄 73 57 26,358

末梢血幹細胞 28 27 2,117

合計 101 84 28,475

2023年8月号から海外採取は含まず、国内の採取のみを掲載しています。

＜3月区分別ドナー登録者数＞

献血ルーム           850 人
献血併行型集団登録会 1,616 人
集団登録会               0 人
その他            78 人

＜年代別ドナー登録者現在数＞

約42％
*うち3月新規登録者は204人

１．ドナー登録のしおり「チャンス」2024年版を発行しました

ドナー登録のしおり「チャンス」2024年版を発行しました。今後2023年度版
の使用はお止めいただき、2024年版へ切り替えをお願いいたします。配送をご
希望の方は広報資材請求フォーム（下記URL）からお申し込みください。
https://www.jmdp.or.jp/volunteer/goods/
電子版「チャンス」も同様にアップデートしています。電子版は以下のペー

ジでご覧いただけます。
https://www.jmdp.or.jp/reg/guidebook/01.html

２．2023年度の採取1,092件、新規登録者37,112 件

■当法人を介して2回提供された方（累計）
  2,223人

■DLI[ドナーリンパ球輸注療法]（累計）
  1,074件

■2023年度採取総数  1,092（前年比＋37）
［国内ドナー⇒国内患者］1,086
［国内ドナー⇒海外患者］ 6

＜内訳＞
●骨髄採取 773（前年比＋25）
［国内ドナー⇒国内患者］ 769
［国内ドナー⇒海外患者］ 4
●末梢血幹細胞採取 319（前年比＋12）
［国内ドナー⇒国内患者］ 317
［国内ドナー⇒海外患者］ 2

■2023年度新規ドナー登録数
 37,112（前年比＋2,605 ）

2020年度はコロナ禍の影響により新規登録者は27,218
人でしたが、2021年度以降は回復傾向にあります。ボ
ランティアの皆様をはじめ関係各方面のご協力に感謝
申し上げますとともに、今後とも若年層を軸とした新
規ドナー獲得にご協力をお願い申し上げます。

https://www.jmdp.or.jp/volunteer/goods/
https://www.jmdp.or.jp/reg/guidebook/01.html


３．2023-24 V.LEAGUE DIVISION1 MENにて
『ピースドナーシート』『スワブ登録会』を実施しました。

昨年に引き続き、一般社団法人ジャパンバレーボールリーグ様にご協力いただき、3月31日(日)の2023-
24 V.LEAGUE DIVISION1 MENファイナルにて、スポーツ観戦をしながら、患者さんも選手も応援できる企画、
『ピースドナーシート』が設置されました。当日は15名の方に、語りべ講演会で骨髄バンクについて学ん
だ後に当日の試合を観戦いただきました。

ピースドナーシートにあわせて、骨髄バンクのドナー登録ブースも設置され、現在トライアルを実施し
ているスワブによる口腔粘膜採取でのドナー登録受付を行いました。当日は5名の方に登録いただき、後日
オンラインで7名の方にスワブキットのお申込みをいただきました。

骨髄バンクではドナー登録を希望される方が登録しやすい環境を作るため、スワブの本格導入を目指し
てまいります。

４．非血縁者間骨髄・末梢血幹細胞採取施設の新規認定

下記の施設が新たに非血縁者間骨髄・末梢血幹細胞採取施設として認定されました。これにより骨髄採
取認定施設数は200施設、末梢血幹細胞採取認定施設数は143施設となりました。ホームページでもご覧い
ただけます。
https://www.jmdp.or.jp/donation/interview-facilities/

〇藤田医科大学病院

５．hideさんを偲ぶロックライブで骨髄バンクPR＆スワブトライアルを実施

3月9日(土)に開催された“hide tribute 2024 Beauty 
Side Produced by Ryuichi Kawamura～hide追悼&日本骨髄
バンク、メイク・ア・ウィッシュ・オブ・ジャパンへの
チャリティー及び、理解普及～”で骨髄バンクPRとスワブ
トライアルを実施しました。
“hide tribute”は、X JAPANやhide with Spread Beaver
などで活躍し1998年に夭逝したロックギタリスト・ヴォー
カリストのhideさんを偲び、ベーシストのGeorgeさんや千
葉県柏市のライブハウス柏PALOOZAが企画・開催するライブ
シリーズです。hideさんがメイク・ア・ウィッシュ・オ
ブ・ジャパンを通じて病気と闘う少女と出会い、交流を深
め、彼女のために骨髄バンクにドナー登録したことから、
両団体へのチャリティーを掲げておられます。

今回、骨髄バンクの職員が開演前のステージから、Georgeさんと一緒に来場者へ骨髄バンクのPRを
行った他、終演後にスワブ＆オンラインドナー登録のチラシを配布しました。Georgeさんの呼びかけも
あり、多くの方がチラシを受け取り、スワブキットのオンライン申し込みが多くありました。さらに
SNSでは、hideさんのエピソードやライブの感想と共に、骨髄バンクについて発信してくださるファン
の方が多くおられました。

次回の“hide tribute”は、5月5日(日・祝)に柏Thumb Upで開催予定です。

https://www.jmdp.or.jp/special/peacedonorseat3.html
https://www.jmdp.or.jp/donation/interview-facilities/


６．ミュージカル「明日への扉」上演の滋慶学園COMグループ各校よりご寄付をいただきました

骨髄移植推進キャンペーンミュージカル「明日への扉」および「明日への扉～Hospital Of Miracle
～」を上演した滋慶学園COMグループ各校の卒業式が3月7日～19日に大阪、仙台、東京、名古屋、福岡、
札幌で行われ、式典の中でご寄付を授与いただきました。

「明日への扉」は、骨髄移植や骨髄バンク事業の現実を知った学生たちが「私たちにできることは何
か」と考えて実現したミュージカルで、同グループの大阪スクールオブミュージック＆ダンス専門学校
による1994年の初演を皮切りに、「明日への扉～Hospital Of Miracle～」と共に、毎年滋慶学園COMグ
ループの各校の学生さんたちによって上演されています。公演を通じた骨髄バンク事業の普及啓発と、
会場で集めてくださったご寄付によって、長年にわたり骨髄バンクを支援してくださっています。

式典では、ミュージカルを上演した各校の卒業生代表から骨髄バンクに目録が手渡され、当法人から
は各校の卒業生代表に感謝状をお渡ししました。滋慶学園COMグル－プ各校の皆様に改めて感謝申し上げ
ますとともに、ご卒業の皆様に心よりお祝いを申し上げます。

７．『ドナー休暇制度導入のお願い』の動画を公開！

『ドナー休暇制度導入のお願い「4人に1人が仕事都合で辞退」』動画を制作・公開しました。
この動画は、厚生労働科学研究班の「骨髄バンクドナーの提供体制強化と若手ドナーの確保・リテン

ションへ向けた適切な介入方法の確立のための研究」に基づき、企業の総務・人事担当者に向けた内容
となっております。制度導入を求める声と、それに対応する人事担当者の悩みについて取り上げました。
また、制度を活用した提供ドナーや、元患者さんからの思いも込められた内容となっております。

ドナー休暇制度紹介ページや日本骨髄バンク公式YouTubeよりご覧いただけます。
今後は各種SNS で順次発信するほか、関係団体へ周知を進め、ドナー休暇制度導入の促進を図ります。

みなさま、是非ドナー休暇制度導入のためにご活用ください。

【左】下野僚子様（厚生労働科学研究班・分担研究者）
【右】中屋藍（骨髄バンク広報渉外部）

ショート版（30秒）もご用意しております。
●ドナー休暇制度をご存知ですか？「職場
  の理解が必要です」（30秒）
https://youtu.be/qLqFTFPHxYQ

●『ドナー休暇制度導入のお願い「4人に
   1人が仕事都合で辞退」』（6分）
https://youtu.be/ZNr4PIqT2rY

https://www.jmdp.or.jp/donation/donorsupport/donorleave.html#kyuka
https://youtu.be/qLqFTFPHxYQ
https://youtu.be/ZNr4PIqT2rY


８．ドナー休暇制度導入、823企業・団体に

就業ドナーの方にとって提供しやすい環境を整備するため、「ドナー休暇制度」の導入を全国の企業や
団体へ呼びかけております。現在823の企業や団体、大学等が導入しています（当法人把握分、2024年4月
15日現在）。

■導入リスト
www.jmdp.or.jp/pdf/donation/donorsupport/donorleave/donorleave_02.pdf
既に制度を導入・運用していて上記リストに未掲載の場合は、下記枠外の問い合わせ先までご一報くだ

さい。申請に必要な「導入連絡書」（エクセルファイル）はこちらからダウンロードしてご利用ください。

10．ドナー助成制度導入、1,029自治体に

「骨髄バンクを通じて骨髄または末梢血幹細胞を提供したドナーのための助成制度」が下記の自治体で
導入され、全国で1,029自治体となりました（2024 年4月15日現在、当法人把握分）。

助成内容は各自治体により異なりますので、直接お問い合わせください。
https://www.jmdp.or.jp/pdf/donation/donorsupport/assistance/donor_municipality.pdf

○大阪府
泉大津市、摂津市、高槻市、守口市

○鹿児島県
霧島市

○沖縄県
糸満市、竹富町、南風原町

９．ドナー公欠制度導入、14大学に

学生ドナーの方が造血幹細胞を提供するにあたり、入通院による欠席を「公欠」と認めるのが「ドナー
公欠制度」です。学生向けの「ドナー休暇制度」で、全国で14の大学が導入しています。

下記ＵＲＬに導入大学リストを掲載しております（当法人把握分）。同制度を導入済みでリストに未掲
載の場合は下記枠外の問い合わせ先までご一報ください。
https://www.jmdp.or.jp/donation/donorsupport/donorleave.html#koketsu

◇ドナー休暇制度・ドナー公欠制度問い合わせ先
日本骨髄バンク広報渉外部 ドナー休暇・公欠制度担当 03-5280-1789（平日9時～17時30分）

http://www.jmdp.or.jp/pdf/donation/donorsupport/donorleave/donorleave_02.pdf
http://www.jmdp.or.jp/donation/donorsupport/donorleave.html
https://www.jmdp.or.jp/pdf/donation/donorsupport/assistance/donor_municipality.pdf
https://www.jmdp.or.jp/donation/donorsupport/donorleave.html#koketsu
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